
18高山市議会ぎかいだより 第８号19 高山市議会ぎかいだより 第８号

消
融
雪
側
溝
（
花
川
町
）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
三
福
寺
町
）

江
名
子
溢
水
防
止
対
策

（
愛
宕
町
）

横
丁
整
備
事
業（
吹
屋
町
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

山
口
及
び
坂
口
配
水
区
域

を
対
象
と
し
た
新
た
な
配

水
区
域
を
江
名
子
配
水
池

に
統
合
す
る
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
25
年

度
に
か
け
て
築
造
し
、
配

水
池
の
容
量
不
足
解
消
及

び
石
浦
南
部
、
西
区
域
の

水
圧
不
足
解
消
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

市
道
日
面
線
災
害
復
旧

（
丹
生
川
町
）

山
下
橋
耐
震
対
策
（
一
之

宮
町
）

委員会報告

基盤整備
委員会

調査項目

消融雪側溝

●所管事務調査（管内視察）
●本年度の活動調査項目

【
宮
・
高
山
バ
イ
パ
ス
】

一
般
国
道
41
号
一
之
宮

―

千
島
間
で
は
、
休
日
・

観
光
シ
ー
ズ
ン
等
に
お
い

て
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、

大
型
車
両
や
観
光
バ
ス
等

の
通
行
に
よ
る
騒
音
・
振

動
な
ど
の
沿
道
環
境
が
悪

化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
、
ま
た
渋
滞
時
に
排
出

さ
れ
る
排
気
ガ
ス
の
削
減

を
図
る
た
め
、
地
球
に
優

し
い
道
路
環
境
の
実
現
に

向
け
、
総
延
長
９
・
２
㎞

（
一
部
ト
ン
ネ
ル
）
の
区

間
の
バ
イ
パ
ス
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。（
国
の
事

業
）

【
上
ヶ
洞
ト
ン
ネ
ル
】

一
般
国
道
３
６
１
号

は
、
高
山
市
か
ら
長
野
県

伊
那
市
に
至
る
飛
騨
東
部

を
東
西
に
横
断
す
る
幹
線

道
路
で
、
各
産
業
・
経
済

に
と
っ
て
重
要
な
道
路
で

あ
る
と
と
も
に
、
高
根
町

に
お
い
て
は
生
活
道
路
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
路
線

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
高
根
第
一
ダ
ム
付
近
は

「
急
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
」

「
見
通
し
が
悪
い
」「
勾
配

が
急
」「
幅
員
が
狭
く
乗

用
車
の
す
れ
違
い
が
で
き

な
い
」
と
い
っ
た
問
題
を

抱
え
る
交
通
の
難
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。
当
区
間
の

ト
ン
ネ
ル
（
１
，９
８
１

ｍ
）
工
事
に
よ
り
、
広

域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
に
向
け
、
安
全

で
安
心
な
交
通
が
確
保
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

【
江
名
子
配
水
池
】

錦
山
配
水
区
域
、
坂
口

５
月
22
日
、
基
盤
整
備
委
員
会
の
所
管
す
る
事
業

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
管
内
（
市
内
）
に
お
い

て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

配
水
区
域
は
、
水
需
要
の

増
加
に
よ
り
安
定
供
給
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、
既
存

の
送
・
配
水
施
設
に
負
担

が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

負
担
解
消
を
図
る
た
め
、

錦
山
配
水
地
区
の
一
部
と

※① 公共物（道路、水路、橋りょう、水道
管など）の効果的な運用について

※②自然資源を活用した新エネルギーの導
入について

③橋りょう及び水道管の耐震化について
④環境行政におけるゴミ処理計画につい
て

⑤都市基本計画とまちづくりについて
⑥上宝町と市内へのアクセス道路につい
て

⑦市道千島～松之木線の延長について
⑧都市計画区域の拡大と都市計画税につ
いて

⑨市道認定と除雪の関係について
⑩町内環境整備における予算について
⑪丹生川荒城地区での畜産問題について

　※印は今年度の重点調査項目

上ヶ洞トンネルの坑口

江名子配水池の用地を確認

今年度の活動調査項目


